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人口減少が進む社会において、
持続的な経済成長を実現するには、
職・住・商・遊・学、
多様な機能の集積が鍵になる。
まちの集積はイノベーションを創発し、
生産性向上を促進する。
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我
が
国
は
、本
格
的
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
同
時
に
進
ん
で
い
る
。
そ

う
し
た
中
で
も
、経
済
成
長
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
現
し
て
い
く
に
は
、生
産
性

を
高
め
る
と
と
も
に
集
積
に
よ
る
働
き
方
や
住
宅
の
変
容
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

我
が
国
が
目
指
す
べ
き﹁
集
積
の
経
済
﹂、働
き
方
、住
宅
と
住
ま
い
方
に
つ
い
て
、

労
働
経
済
学
を
専
門
と
し
て
不
動
産
に
も
詳
し
い
日
本
大
学
経
済
学
部
の
安
藤
至

大
教
授
と
、日
本
経
済
と
生
産
性
に
詳
し
い
第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済
調
査
部

首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
永
濱
利
廣
氏
に
聞
い
た
。

我
が
国
の
経
済
成
長

人
口
減
少
で
求
め
ら
れ
る
こ
と

永
濱　

我
が
国
の
経
済
成
長
、
生
産
性
向
上

の
た
め
の
施
策
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
挙

げ
る
と
、
ハ
ー
ド
面
で
は
も
の
づ
く
り
、
ソ
フ

ト
面
で
は
Ａ
Ｉ
・
Ｉｏ
Ｔ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
、
製
造
業
は
、
高
品
質

で
高
性
能
な
製
品
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と

で
経
済
成
長
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

伝
統
的
な
強
み
は
ま
だ
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
そ
れ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

て
い
く
。
ソ
フ
ト
面
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉｏ
Ｔ
み
た
い

な
先
端
技
術
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、
製

品
の
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
融
合
し
た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の

よ
う
に
、
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
進
化
さ
せ
て
い

く
。
高
付
加
価
値
製
品
の
質
を
高
め
、
輸
出

を
通
じ
て
国
際
競
争
力
の
強
化
に
繋
げ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
製
造
業
の
輸
出
は
、
今

は
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
中
で
も
着
実
に
生
産
性
を
向

上
さ
せ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
創
出
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
特
に
地
域

別
の
生
産
性
を
考
え
る
と
、
都
市
部
に
つ
い

て
は
、
高
度
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
人
材
と

か
、
多
様
な
企
業
・
研
究
機
関
が
集
ま
って
い

ま
す
か
ら
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

製
造
業
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
に
産
学
連
携
の
強
化
と
か
、
研

究
開
発
投
資
の
促
進
も
必
要
で
す
。
政
府
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
阻
害
す
る
よ
う
な
要
因
を

取
り
除
い
て
い
く
よ
う
な
規
制
緩
和
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
が
、
月
並
み
で
す
け
ど
重
要

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
や
将
来
の
労
働
供
給
の
縮
小

傾
向
を
考
え
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

は
不
可
欠
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
、
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
、
効
率
化
、
サ
プ
ラ
イ

人
口
減
少
と

働
き
方・住
宅

永濱利廣（ながはま・としひろ）
第一生命経済研究所　経済調査部　首席エコノミスト

1995年早稲田大学理工学部工業経営学科卒。2005年東京
大学大学院経済学研究科修士課程修了。1995年第一生命保
険入社。1998年日本経済研究センター出向。2000年より第一
生命経済研究所経済調査部、2016年4月より現職。内閣府経
済財政諮問会議政策コメンテーター、総務省消費統計研究会委
員、景気循環学会理事兼事務局長、跡見学園女子大学非常勤
講師、国際公認投資アナリスト（CIIA）、日本証券アナリスト協会
検定会員（CMA）、㈱あしぎん総合研究所客員研究員、あしか
が輝き大使、佐野ふるさと特使、NPO法人ふるさとテレビ顧問。
主な著書に、「高圧経済とは何か」（金融財政事情研究会、2023
年）、「新型インフレ　日本経済を蝕む」『デフレ後遺症』（朝日新
書、2025年）など。

安藤至大（あんどう・むねとも）
日本大学経済学部　教授

1976年東京都生まれ。2000年3月東京大学大学院経済学研究
科修士課程修了。2004年3月Essays on Incentive Schemes in 
Organizationsにより東京大学博士（経済学）。政策研究大学
院大学助教授、日本大学大学院総合科学研究科准教授などを経
て、2018年より日本大学経済学部教授。専門は、労働経済学、
応用ミクロ経済学。社会的活動として、雇用労働分野では、厚生
労働省の労働政策審議会労働条件分科会で公益代表委員、ま
た電力・ガス等エネルギー分野では、経済産業省の調達価格等算
定委員会の委員などを務める。2023年にTune株式会社を共同
で創業し、企業や労働組合、また社会保険労務士向けの調査研
究や講演・研修、コンサルティングなども行っている。著書に「2016
年改正 新しいマンション標準管理規約」（有斐閣、2017年）、『ミク
ロ経済学の第一歩 新版』（有斐閣、2021年）などがある。

巻 頭 対 談

第
一
生
命
経
済
研
究
所
　
経
済
調
査
部
　
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣  

氏

日
本
大
学
経
済
学
部
　
教
授

安
藤
至
大 
氏
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に
は
約
２
０
０
０
万
人
減
る
予
測
で
す
。か
つ
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
さ
ら
に
結
婚
も
出
生
率
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
低
位
予
想
を
下
回
り
ま
す
。

　

既
に
、
総
労
働
時
間
は
減
っ
て
い
ま
す
。

女
性
や
高
齢
者
の
方
も
働
い
て
い
る
の
で
労
働

力
人
口
は
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
短
時
間
労

働
が
多
く
、
全
体
的
に
労
働
時
間
は
減
少
傾

向
で
す
。
さ
ら
に
今
後
は
、
現
役
世
代
よ
り

も
高
齢
者
の
人
口
が
上
回
る
社
会
に
な
り
ま

す
。
労
働
力
人
口
も
総
労
働
時
間
も
減
り

ま
す
。
必
然
的
に
、
働
く
人
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
多
く
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
産
み
出
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
生
産
性
の
向
上

も
必
要
で
す
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
国
は

２
０
１
８
年
頃
か
ら
働
き
方
改
革
の
議
論
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
議
論
に
基
づ
き
成

立
し
た
の
が
２
０
１
９
年
に
施
行
さ
れ
た
働

き
方
改
革
推
進
法
で
す
。
同
法
を
審
議
し

た
厚
生
労
働
省
労
働
政
策
審
議
会
で
は
、
２

つ
の
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１

つ
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
の
中
で

生
産
性
向
上
を
ど
う
実
現
す
る
か
。
も
う
１

つ
は
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
急
速
な
技
術
進
歩
に
伴
っ

て
、
人
の
業
務
が
機
械
に
代
替
さ
れ
て
雇
用

が
減
少
す
る
「
技
術
的
失
業
」
に
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
で
す
。
人
が
仕
事
を
変
え
る

の
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
自

動
運
転
が
普
及
す
れ
ば
、
職
業
運
転
手
は
失

業
し
ま
す
が
、
簡
単
に
転
職
で
き
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
人
手
不
足
と
失
業
の
２
つ
が
共

存
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
が
参
加
し
た
審
議

会
は
こ
の
矛
盾
を
意
識
し
た
働
き
方
改
革
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。ま
ず
働
く
人
を
増
や
す
。

女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
支
援
と
、
多
様
な
正

社
員
―
つ
ま
り
フ
ル
タ
イ
ム
だ
け
れ
ど
も
、
転

勤
や
業
務
内
容
に
限
定
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
働
き
方
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

　

生
産
性
向
上
に
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
も
有

用
で
す
。
経
済
産
業
省
に
８
０
０
億
円
以
上

の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
に
関
す
る
予
算
が
割

り
当
て
ら
れ
、
教
育
訓
練
の
支
援
を
若
者
だ

け
で
な
く
中
高
年
に
ま
で
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
技
術
的
失
業
に
近
い
、
雇
用
の

ミ
スマッ
チ
を
ど
う
解
消
す
る
か
。
労
働
者
と

仕
事
のマッ
チ
ン
グ
が
ず
れ
て
い
る
た
め
に
、
大

き
な
経
済
的
損
失
が
あ
る
と
の
研
究
も
あ
り

ま
す
。
お
そ
ら
く
、
日
本
に
も
そ
の
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
日

本
は
オ
ー
バ
ー
エ
デ
ュケ
ー
シ
ョン
、
過
剰
教
育

と
か
オ
ー
バ
ー
ク
オ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョン
、
過

剰
資
格
の
割
合
が一番
大
き
い
国
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
大
学
を
出
て
い
て
も
、
大
卒

で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
い
職
に
就
い
て
い
る
人

が
多
い
。
は
た
し
て
18
歳
人
口
の
55
％
が
４

年
制
大
学
に
行
く
べ
き
か
ど
う
か
。
現
業
の

人
手
が
足
り
な
く
な
る
人
口
減
少
社
会
の
中

で
は
、
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
永

濱
先
生
の
ご
指
摘
通
り
、
現
業
で
働
く
こ
と

を
優
先
し
て
も
い
い
は
ず
。
既
に
、
米
国
で

は
大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
よ
り
も
、
建
設
業

や
林
業
で
肉
体
労
働
を
し
て
い
る
男
こ
そ
魅

力
的
だ
と
い
う
揺
り
戻
し
が
起
き
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
イ
ン
フ
ルエン
サ
ー
と
言
い
ま
す

が
、
男
女
問
わ
ず
、
現
場
で
働
く
人
が
憧
れ

の
的
で
す
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
Ａ
Ｉ
が
取
っ

て
代
わ
れ
な
い
仕
事
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
配
管
工
は
、
泥
水
の
中
で
管

を
繋
げ
る
作
業
も
あ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
社
会
を
物
理
的
に
豊

か
に
し
て
い
く
仕
事
こ
そ
が
か
っ
こ
い
い
と
認

め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
も
米
国
同
様
に
、
現

チ
ェ
ー
ン
の
最
適
化
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
と
いっ
た
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
人
口
減
に
よって
労
働
力
が
限

ら
れ
る
中
で
も
高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
す

経
済
構
造
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
現
時
点
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
労

働
供
給
の
減
少
よ
り
も
、
労
働
需
給
の
ミ
ス

マッ
チ
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

技
術
革
新
で
省
人
化
と
か
自
動
化
は
一
気

に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

を
よ
り
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
材
が

活
躍
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
働
き
方
の
進
化

が
必
要
で
す
。
最
近
は
週
休
４
日
制
の
正
社

員
を
導
入
す
る
企
業
も
出
て
き
ま
す
。
意

図
す
る
と
こ
ろ
は
、
女
性
と
高
齢
者
に
お
け

る
正
社
員
化
の
拡
大
で
す
。
例
え
ば
労
働
力

調
査
を
見
て
も
非
正
規
労
働
者
が

２
０
０
０
万
人
以
上
い
て
、
ボ
リ
ュー
ム
ゾ
ー
ン

は
都
合
の
い
い
時
間
に
働
き
た
い
女
性
で
す
。

こ
う
い
う
方
々
に
柔
軟
な
働
き
方
の
で
き
る

正
社
員
化
を
促
す
。
ま
た
、
労
働
力
調
査

を
見
る
と
非
正
規
労
働
者
の
お
よ
そ
１
割
の

２
０
０
万
人
弱
は
不
本
意
非
正
規※
１
で
す
。
失

業
者
１
７
０
～
１
８
０
万
人
よ
り
も
多
い
。

不
本
意
非
正
規
の
中
に
は
、
60
代
男
性
が
比

較
的
多
く
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
方
々
に
柔

軟
な
正
社
員
と
し
て
働
い
て
も
ら
う
。
こ
れ

ら
の
施
策
で
労
働
力
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
手
に
職
、

実
際
に
手
を
動
か
し
て
い
く
職
人
的
、
現
業

的
な
仕
事
の
需
要
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
よ

う
に
高
専
や
工
業
高
校
で
職
人
技
を
学
ん
だ

ほ
う
が
高
い
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

安
藤　

経
済
成
長
に
は
労
働
力
、
人
口
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
急
速

に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
日

本
の
人
口
は
戦
後
約
７
３
０
０
万
人
か
ら

２
０
０
８
年
に
ピ
ー
ク
時
の
１
億
２
８
０
８
万

ま
で
増
え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
２
０
４
０
年

米国では、男女問わず、現場で働く人が憧れの的です。
これらの仕事は、ＡＩが取って代われない仕事

という特色があります。
日本も米国同様に、現場の仕事こそ魅力的だ、

稼げる、となっていくと思われます。

技術革新で省人化とか自動化は一気に
進んできていますが、そういうところを

より進めるとともに、
多様な人材が活躍できるような

柔軟な働き方の進化が必要です。

※１  厚生労働者は、労働力調査などから現職の雇用形態（非正規雇用）についた主な理由が
      「正規の職員・従業員の仕事がないから」と回答した者を不本意非正規雇用労働者と定義する
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な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
集
積
の
経
済
」
が

生
産
性
向
上
に

コ
ロ
ナ
禍
経
て
重
要
性
再
認
識

永
濱　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
日
本
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
外
貨
を
稼
ぎ
、
国
内
経
済
を

循
環
さ
せ
て
い
く
か
。
国
内
総
生
産
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
は
実
際
に
は
８
割
以

上
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
経
済
や
知
識
情
報
集
約

型
サ
ー
ビ
ス
業
が
今
後
も
主
軸
で
あ
る
と
考

え
れ
ば
、や
は
り「
集
積
の
経
済
」（
メ
リ
ッ
ト
）

の
追
求
が
成
長
型
経
済
の
実
現
に
は
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。「
集
積
の
経
済
」
は
、
企
業

や
人
材
、
サ
ー
ビ
ス
が
地
理
的
に
集
中
す
る

こ
と
で
、
取
引
コ
ス
ト
や
情
報
伝
播
の
効
率

が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
生
産
性
や
創
造
性

が
高
ま
る
現
象
で
す
。
大
ま
か
に
い
え
ば「
集

積
の
経
済
」
に
は
３
つ
の
類
型
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
工
業
生
産
の
観
点
で
、
同
じ
産
業

が
狭
い
範
囲
に
集
ま
る
こ
と
で
専
門
的
な
人

材
や
生
産
に
必
要
な
中
間
財
の
供
給
が
充
実

し
、
生
産
の
効
率
が
上
が
る
と
し
た
経
済
学

者
マ
ー
シ
ャ
ル
に
因
ん
だ
マ
ー
シ
ャ
ル
型
の
集
積

（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
）
で
す
。
2
つ
目
は
、
多

種
多
様
な
産
業
が
都
心
部
に
集
ま
り
、
共
存

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
文
化
が

交
錯
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
が
生
ま
れ
や
す
く

な
る
と
指
摘
し
た
作
家
ジェ
イ
コ
ブ
ズ
の
名
を

冠
し
た
ジェ
イ
コ
ブ
ズ
型
の
集
積
（
ジェ
イ
コ
ブ

ズ
の
外
部
性
、都
市
型
多
様
性
集
積
）
で
す
。

高
度
な
専
門
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
が

都
心
部
に
集
ま
れ
ば
、
知
識
集
約
型
の
産
業

が
発
展
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
地
方
の
人
口

集
積
地
に
お
い
て
も
特
定
の
産
業
と
か
文
化
、

あ
と
は
観
光
資
源
を
核
と
し
て
集
積
が
進
め

場
の
仕
事
こ
そ
魅
力
的
だ
、
稼
げ
る
、
と
なっ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
労
働
生
産
性
の
意
味
を
問
い
直

す
必
要
も
あ
り
ま
す
。
労
働
生
産
性
の
向

上
と
い
う
と
、馬
車
馬
の
よ
う
に
働
く
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
製
造

業
の
場
合
、
単
純
に
生
産
量
が
多
く
な
れ
ば

労
働
生
産
性
が
向
上
し
ま
す
。
一
方
で
、

人
が
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
業
は

労
働
生
産
性
を
測
定
し
づ
ら
い
。
サ
ー
ビ
ス

業
の
場
合
、
付
加
価
値
、
つ
ま
り
従
業
員
当

た
り
の
利
益
か
ら
労
働
生
産
性
を
測
り
ま

す
。
例
え
ば
、
日
本
と
米
国
の
小
売
店
の
従

業
員
の
労
働
生
産
性
を
比
較
す
る
と
、
米
国

は
か
な
り
高
く
出
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
日

本
の
小
売
店
は
効
率
的
で
質
も
高
い
が
、
価

格
が
安
い
分
だ
け
労
働
生
産
性
の
数
値
が
伸

び
に
く
い
た
め
で
す
。
こ
れ
は
、
経
済
学
が
、

消
費
者
余
剰※
２

を
労
働
生
産
性
に
反
映
し
な
い

か
ら
で
す
。
日
本
は
消
費
者
余
剰
が
大
き
い

国
で
あ
り
、「
労
働
生
産
性
が
低
い
＝
劣
って

い
る
」
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
―
生

産
者
が
取
れ
る
は
ず
の
利
益
が
消
費
者
に

渡
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
た
だ
し
、
消
費
者

余
剰
が
大
き
い
と
い
う
経
済
構
造
は
、
労
働

し
な
い
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
と
、
取
れ
る

は
ず
の
利
益
を
取
れ
ず
に
賃
金
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
労
働
者
の
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な

り
ま
す
。
いつ
か
は
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
を
大
幅

に
上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
価

格
を
上
げ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
地
方

で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
が
東
京
よ
り
高
い
の

に
、
時
給
が
低
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
政
策
と
し
て
、

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
生
産
者
側
に

利
益
が
も
た
ら
さ
れ
、
現
役
世
代
に
よ
り
多

く
の
余
剰
が
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と
、

経
済
全
体
が
萎
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
真
の
意

味
で
の
生
産
性
向
上
と
は
、
質
や
価
格
を
維

持
し
た
ま
ま
、
よ
り
少
な
い
資
源
で
同
じ
価

値
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
実
現
に
は
、

「
集
積
の
経
済
」
や
効
率
化
の
工
夫
が
鍵
に

ば
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
か
新
た
な
雇
用

創
出
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
３
つ
目

は
、
人
や
企
業
は
、
輸
送
費
や
土
地
コ
ス
ト
、

労
働
コ
ス
ト
な
ど
を
総
合
的
に
最
小
化
す
る

地
理
的
地
点
に
集
積
す
る
と
指
摘
し
た
経
済

地
理
学
者
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
因
ん
だ
ヴ
ェ
ー
バ
ー

型
の
集
積
（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
立
地
論
、
コ
ス
ト

最
小
化
型
集
積
）
で
す
。
物
流
効
率
の
向

上
と
か
広
域
的
な
経
済
連
携
を
促
進
す
る

う
え
で
非
常
に
重
要
で
す
。
具
体
例
と
し
て

は
、
ヨ
ー
ロッパ
の
陸
海
空
を
繋
ぐ
効
率
的
な

結
節
点
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
も
、
特
に
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チェ

ン
ジ
付
近
と
か
新
幹
線
の
駅
の
周
辺
は
人
や
モ

ノ
の
流
れ
が
活
発
に
な
り
や
す
い
の
で
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
の
形
成
と
か
地
域
間
の
交

流
促
進
に
貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
集
積
の
経
済
」
を
最
大
限
に
生
か
す
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て

戦
略
的
に
都
市
計
画
や
地
域
振
興
策
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
都
心
部
で

は
経
済
成
長
の
原
動
力
で
も
あ
る
都
市
の
国

際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
や
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
の
整
備
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

逆
に
地
方
だ
と
特
色
あ
る
資
源
を
生
か
し
た

産
業
振
興
、
あ
と
は
魅
力
的
な
生
活
環
境
の

整
備
が
重
要
に
なって
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
て
は
、「
集
積
の

経
済
」
を
追
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
合
わ
せ
て
労
働
供
給
の
維
持
・
増

加
が
、
ひ
い
て
マ
ク
ロ
経
済
全
体
の
経
済
成
長

を
実
現
す
る
道
筋
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

安
藤
　
私
は
労
働
経
済
学
が
専
門
で
、
限
ら

れ
た
資
源
で
あ
る
人
材
、
労
働
力
を
社
会
全

体
で
効
率
的
に
活
用
す
る
と
い
う
視
座
に
立

ち
ま
す
。労
働
経
済
学
の
立
場
か
ら
見
て
も
、

巻 頭 対 談

米国では、男女問わず、現場で働く人が憧れの的です。
これらの仕事は、ＡＩが取って代われない仕事

という特色があります。
日本も米国同様に、現場の仕事こそ魅力的だ、

稼げる、となっていくと思われます。

技術革新で省人化とか自動化は一気に
進んできていますが、そういうところを

より進めるとともに、
多様な人材が活躍できるような

柔軟な働き方の進化が必要です。

※２ 消費者余剰は、消費者・利用者がその財・サービスを購入するに際して、
　　実は支払ってもよいと考える最大の金額から実際に支払った金額を差し引いた金額を指す
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な
ど
の
企
業
も
最
終
的
に
は
オ

フ
ィ
ス
回
帰
に
動
き
ま
し
た
。
と
く
に
新
人

教
育
や
新
し
い
関
係
性
の
構
築
に
は
、
対
面

に
よ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
価
値
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
や
は
り
都
市
の
多
様
性

や
刺
激
的
な
消
費
環
境
が
、
人
材
の
吸
引
力

に
繋
がって
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
集
積
に
は

交
通
混
雑
と
いっ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
郊
外
通
勤
に
よ
っ
て
生
じ
る

面
も
大
き
く
、
職
住
近
接
を
実
現
し
都
心

居
住
を
促
す
政
策
を
も
って一定
程
度
の
緩
和

が
可
能
で
す
。

　

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
は
、
各
地
域
で

均
衡
あ
る
集
積
を
進
め
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が

ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
り

方
は
難
し
い
で
す
が
、
都
市
部
の
集
積
を
活

か
し
つつ
、
地
方
が
持
つ
固
有
の
資
源
を
活
か

し
、
集
積
を
伴
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
と
い

う
視
点
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。

永
濱　

地
域
の
固
有
資
源
を
生
か
す
、
集
積

を
進
め
る
と
い
う
観
点
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
例
が

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
国

土
や
人
口
が
九
州
並
み
に
小
さ
い
の
に
、
農

産
品
の
輸
出
で
は
世
界
第
２
位
で
す
。
大
規

模
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
シ
ス
テ
マ
テ
ィッ
ク
な
農
業

が
そ
の
背
景
に
あ
り
、
日
本
も
農
地
の
集
約

が
進
め
ば
高
品
質
な
農
産
物
で
世
界
に
通

用
す
る
は
ず
で
す
。
日
本
の
林
業
も
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
森
林
面
積
は
ド
イ
ツ
の
倍

以
上
あ
り
ま
す
。
従
来
は
価
格
競
争
力
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
影
響
な

ど
で
状
況
が
変
わ
り
つつ
あ
り
ま
す
。
ド
イ

ツ
で
は
林
業
従
事
者
の
数
が
自
動
車
産
業
を

上
回
り
、
と
り
わ
け
森
林
官
は
子
ど
も
に

人
気
の
職
業
で
す
。
日
本
も
ド
ロ
ー
ン
な
ど

新
技
術
を
活
用
す
れ
ば
林
業
が
成
長
産
業

に
な
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
漁
業
で
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
や
オ
ラ
ン
ダ
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

優
秀
な
学
生
が
水
産
業
に
進
む
国
も
あ
り

ま
す
。
海
洋
国
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
漁

業
も
て
こ
入
れ
次
第
で
成
長
産
業
に
な
り
得

ま
す
。
例
え
ば
北
海
道
の
猿
払
村
で
は
、
ホ

タ
テ
漁
で
年
収
２
０
０
０
万
円
以
上
が
当
た

り
前
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
糖
度
の
高
い

種
子
島
産
の
甘
藷
の
よ
う
に
、
そ
の
土
地
で

し
か
生
ま
れ
な
い
価
値
が
あ
る
。
一次
産
業

は
、
他
国
に
模
倣
さ
れ
に
く
い
と
い
う
強
み

が
あ
り
ま
す
。

婚
姻
・
子
育
て
増
に
向
け

都
市
居
住
を
現
実
的
に

安
藤　
「
集
積
の
経
済
」
は
、
住
宅
の
立
地

選
択
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
例
え
ば
、

介
護
事
業
者
の
観
点
で
考
え
る
と
、
要
介
護

高
齢
者
の
住
ま
い
が
点
在
し
て
い
る
と
、
介

護
従
事
者
は
１
日
に
３
軒
程
度
し
か
回
れ
ま

せ
ん
。
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
つ
ま
り
移
動

コ
ス
ト
も
高
く
な
り
、
生
産
性
も
上
が
り
ま

せ
ん
。
一方
で
、
駅
前
の
よ
う
な
利
便
性
の
高

い
場
所
に
人
が
ま
と
ま
って
住
ん
で
も
ら
え
れ

ば
、
訪
問
件
数
は
５
～
６
軒
と
効
率
が
上
が

り
ま
す
。
今
後
の
人
口
減
少
、
労
働
力
が
絞

ら
れ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
資
源
で
社
会

保
障
を
維
持
し
て
い
く
に
も
集
積
が
不
可
欠

で
す
。
介
護
事
業
者
は
効
率
性
を
考
え
て
、

協
力
し
て
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
く
れ
る
人
に

優
先
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
居
住
の
選
択
は

自
由
で
す
か
ら
、
高
齢
者
の
中
に
は
、
北
海

道
の
山
間
部
な
ど
、
自
然
が
豊
か
な
場
所
に

暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ

都
市
へ
の
集
積
に
は
大
き
な
利
点
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
都
市
に
集
積
す
る
利
点
は
、

大
き
く
３
点
あ
り
ま
す
。
第
１
は
、
都
市
は

市
場
規
模
が
大
き
く
、
多
種
多
様
な
付
加

価
値
が
取
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
都

市
で
は
専
門
的
で
ニッ
チ
な
店
舗
で
あ
って
も

需
要
が
見
込
め
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
性

が
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
質
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
に
、
労
働
市
場
の
厚
み
が
あ
る
こ
と

で
す
。
都
市
に
は
多
様
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人

材
が
集
ま
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
採
用
し
や

す
く
、
働
き
手
に
と
っ
て
も
転
職
や
副
業
の

選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
。
失
業
後
の
再
就
職

も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
第
３
は
、
知
識

や
情
報
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
（
波
及
効
果
、
外

部
効
果
）
が
生
じ
や
す
い
こ
と
で
す
。
研
究

者
の
物
理
的
距
離
が
近
い
ほ
う
が
新
し
い
知

識
の
創
出
に
繋
が
り
や
す
い
こ
と
が
日
本
国

内
の
研
究
で
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
コロ
ナ

禍
で
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
便
利
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
が
、

う
。
た
だ
し
、
限
り
あ
る
税
金
を
使
っ
て
、

そ
う
し
た
地
域
に
都
市
部
と
同
等
の
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
す
る
の
は
実
情
と
し

て
困
難
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
住
む
と

い
う
選
択
は
、
厳
し
い
言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
今
後
は
あ
る
程
度
の
コ
ス
ト
を
自
己
負

担
し
、
移
動
手
段
も
自
分
で
確
保
す
る
と
い

う
前
提
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

介
護
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
側
が
集
積
を
求
め
て
い
く
よ
う
に
な
れ

ば
、
消
費
者
側
も
移
住
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
生
活
の
利
便
性
が
低
下
し
た
地
域

か
ら
、
さ
ら
に
人
が
移
っ
て
い
く
。
現
実
に
、

地
方
都
市
で
は
駅
前
や
旧
市
街
地
に
マ
ン
シ
ョ

ン
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
の
集
積
は

着
実
に
進
ん
で
い
く
と
考
え
ま
す
。
政
策
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
集
積
を
ど
の
よ
う
に
後

押
し
す
る
か
で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
地

域
ご
と
高
台
移
転
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ

り
ま
す
。
限
界
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
多

大
な
費
用
を
か
け
る
よ
り
も
、
空
き
地
や
空

き
家
の
あ
る
都
市
部
に
人
を
受
け
入
れ
、
移

転
に
補
助
を
出
す
ほ
う
が
、
よ
り
持
続
的
で

生
産
性
の
高
い
社
会
の
か
た
ち
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

永
濱　

若
年
層
に
とって
も
「
集
積
の
経
済
」

が
効
い
て
き
ま
す
。
都
市
に
は
多
く
の
企
業

や
教
育
、
文
化
施
設
が
集
積
し
て
お
り
、
雇

用
機
会
や
利
便
性
の
面
で
も
優
れ
て
い
ま

す
。
特
に
若
年
層
に
と
っ
て
は
、
都
心
部
に

住
む
こ
と
で
通
勤
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
自
由

時
間
が
増
え
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
新

の
情
報
や
ト
レ
ン
ド
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、

自
己
実
現
を
目
指
し
て
豊
か
な
生
活
を
築
く

た
め
の
基
盤
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
若

サービス経済や知識情報集約型サービス業が
今後も主軸であると考えれば、やはり「集積の経済」（メリット）の追求が

成長型経済の実現には重要だと思います。
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家
庭
への
優
遇
措
置
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
優

遇
や
税
制
・
補
助
金
、
公
的
賃
貸
住
宅
の
整

備
、職
住
近
接
を
促
す
都
市
計
画
な
ど
、様
々

な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
、
都
市
部
で
結
婚
相
手
を
見
つ
け
て

も
、
住
宅
価
格
の
関
係
で
郊
外
に
出
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
の
が
、
い
ま
の
若
い
世
代
の
現

実
で
す
。
し
か
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
移
動

コ
ス
ト
や
生
活
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、
そ

の
ま
ま
都
市
部
に
住
ん
で
子
育
て
が
で
き
る

方
が
、
合
理
的
で
あ
り
、
生
活
の
質
も
高
く

な
る
は
ず
で
す
。
最
近
の
住
み
た
い
ま
ち
ラ
ン

キ
ン
グ
を
見
る
と
、
ひ
と
昔
前
な
ら
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
大
宮
や
浦

和
が
上
位
に
入
って
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
や

は
り
、
都
市
部
、
都
心
部
の
住
宅
価
格
が
上

が
り
す
ぎ
て
、
金
銭
的
な
面
で
都
市
居
住
を

あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
人
が
増
え
て
き
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の
国
で
は
住
宅
支
援

が
生
活
の
最
低
限
の
保
障
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
都
市
部
の
住

宅
支
援
と
い
う
と
、
低
所
得
者
や
貧
困
世
帯

を
支
援
す
る
公
営
住
宅
に
比
重
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
育
て
世
代
や
現
役
世

代
に
対
す
る
都
市
部
の
住
宅
支
援
が
必
要
で

す
。

安
藤　

最
近
、
就
職
氷
河
期
世
代
への
支
援

が
話
題
に
なって
い
ま
す
が
、
構
造
的
に
正
社

員
の
雇
用
の
調
整
役
を
担
わ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
面
は
否
め
ま
せ
ん
。
少
し
の
配
慮
が
あ
れ

ば
社
会
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
も
っ
と
取
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
、
住
宅
市
場

に
も
起
き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
広
い
都
市

の
住
宅
に
住
み
続
け
て
い
る
一
方
で
、
子
育

て
世
帯
は
狭
い
家
で
子
ど
も
を
持
ち
に
く
い

者
が
家
族
形
成
を
視
野
に
将
来
設
計
を
考

え
る
う
え
で
も
、
都
市
部
の
住
宅
供
給
は
重

要
な
要
素
で
す
。
子
育
て
支
援
施
設
、
教
育

機
関
、医
療
機
関
、公
園
な
ど
が
整
って
お
り
、

安
心
し
て
家
庭
を
築
き
、
次
世
代
を
育
て
て

い
く
う
え
で
魅
力
的
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
家
族
構
成
に
対
応

し
た
住
宅
の
タ
イ
プ
や
、
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
連
携
し
た
住
宅
供
給
が
今
後
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
近
年
は
都
市
部
の
住
宅
価
格
が

高
騰
し
て
お
り
、
と
く
に
若
年
層
に
とって
は

経
済
的
負
担
が
大
き
く
、
都
心
の
み
な
ら
ず

都
市
居
住
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、

都
市
の
集
積
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
若
年
層
が

十
分
に
享
受
で
き
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て

都
市
全
体
の
活
力
低
下
に
も
繋
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
若
年
層
が
都
市
部
に
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
政
策
的
支
援
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
多
い

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
権
利
は

尊
重
し
つつ
も
、
社
会
全
体
が
う
ま
く
回
る

よ
う
に
、
も
う
少
し
世
代
間
の
住
環
境
の
調

整
が
あ
って
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

永
濱　

住
宅
価
格
の
高
騰
は
、
様
々
な
要
因

は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
建
築
費
の
高
騰
、

と
り
わ
け
現
場
の
人
手
不
足
が
大
き
い
の
だ

ろ
う
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ク

ラ
イ
ナ
への
ロ
シ
ア
の
侵
攻
以
降
、
資
材
費
用

も
さ
ら
に
高
騰
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
下

が
ら
な
い
限
り
、
実
需
層
が
つい
て
こ
ら
れ
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

安
藤　

新
築
住
宅
の
価
格
を
需
要
側
か
ら
見

る
と
、
金
利
を
含
め
た
ロ
ー
ン
返
済
額
が
い

く
ら
に
な
る
か
に
よって
、
購
入
で
き
る
物
件

価
格
が
決
ま
り
ま
す
。
金
利
が
低
け
れ
ば
、

現
時
点
の
物
件
価
格
が
高
く
て
も
ロ
ー
ン
返

済
額
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

近
年
の
住
宅
価
格
の
上
昇
の
背
景
に
は
、
低

金
利
の
金
融
環
境
も
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
金
利
上
昇
に
伴
っ
て
購
入

者
側
の
毎
月
返
済
額
の
う
ち
の
金
利
部
分
が

増
え
、
そ
の
分
住
宅
に
支
払
え
る
額
が
減
っ

て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
都
市
や
都
心
の

住
宅
は
ま
す
ま
す
手
が
届
か
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
住
宅
購
入
希
望
者
が
重
視
し

て
い
る
の
は
、
物
件
価
格
よ
り
も
毎
月
の
支

払
額
で
す
。
し
た
が
って
、
毎
月
返
済
額
を

増
や
す
効
果
の
あ
る
住
宅
ロ
ー
ン
税
制
の
充

実
だ
け
で
な
く
、
金
利
の
利
払
い
を
抑
制
す

る
よ
う
な
補
助
が
よ
り
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
考
え
る

数
字
に
表
れ
に
く
い
価
値
も

永
濱　

人
口
減
少
が
続
く
中
で
は
、
財
政
制

約
も
課
題
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点
で
は
、
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
を
導
入
し
て
、
政
策
効
果
の

高
い
施
策
を
見
極
め
て
実
行
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
証
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成

を
意
味
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
、
例
え
ば
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
政
策
の
場
合
、
一
定
エ
リ
ア
内
の

現
役
人
口
や
小
売
売
上
な
ど
適
切
な
デ
ー
タ

を
把
握
し
、
他
地
域
で
の
成
功
事
例
な
ど

を
分
析
し
、
そ
の
上
で
住
宅
支
援
や
商
業

振
興
を
行
い
、
政
策
実
行
の
前
後
で
ど
れ
だ

け
の
効
果
が
あ
っ
た
か
を
定
量
的
に
把
握
・

検
証
す
る
も
の
で
す
。
政
策
の
実
施
後
も

継
続
的
な
効
果
測
定
を
行
う
こ
と
で
、
当

初
の
目
的
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
予
期
し
な
か
っ
た
副
作
用
が
発
生
し
て

い
な
い
か
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
政
策

の
内
容
を
柔
軟
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
経
過
と
そ
の
効
果
を

示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
政
府
と
し
て
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
も
繋
が
り
、
政
策

の
透
明
性
や
国
民
の
理
解
・
信
頼
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

安
藤　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
進
め
る
な
ら
、
政
策
の

効
果
を
き
ち
ん
と
検
証
す
る
こ
と
が
大
前
提

で
す
。
仮
に
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
し

て
も
、「
次
は
別
の
方
法
を
取
ろ
う
」
と
切

り
替
え
、
政
策
そ
の
も
の
を
改
善
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
本
で
は
間
違
い
を

認
め
た
く
な
い
か
ら
、
事
後
評
価
を
避
け
た

り
、
検
証
で
き
る
デ
ー
タ
を
残
さ
な
か
っ
た

り
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
明
確
な
不
正

で
な
け
れ
ば
、
結
果
と
し
て
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
を
社
会
が
冷
静
に
受
け
止
め
ら

れ
る
よ
う
、
も
っ
と
大
人
に
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
感
じ
ま
す
。

巻 頭 対 談

政策として、モノやサービスを供給する生産者側に利益がもたらされ、
現役世代により多くの余剰が配分されるようにしないと、
経済全体が萎んでしまいます。
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１
９
９
８
年
の
ま
ち
づ
く
り
３

法
の
１
つ
と
位
置
付
け
ら
れ

る
中
心
市
街
地
活
性
化
法※
１

や
、

２
０
０
２
年
の
都
市
再
生
特
別

措
置
法※
２

と
、
時
代
の
テ
ー
マ
に

う
ま
く
連
動
し
つ
つ
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
が
重
要
政

策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
き

た
。政
府
・
自
治
体
は
社
会
の
将

来
見
通
し
を
し
っ
か
り
捉
え
な

が
ら
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進
め
て

き
て
お
り
、
今
後
、
中
長
期
的
で

は
あ
る
が
、
成
果
を
期
待
で
き

る
と
思
う
。

　

都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
よ

り
、
ま
ち
の
中
心
部
に
多
く
の

住
宅
を
誘
導
し
て
い
く
場
合
、

土
地
を
有
効
に
利
用
し
て
い
る

大
規
模
高
層
住
宅
は
合
理
的
な

形
態
だ
。大
都
市
の
中
心
部
が

低
容
積
率
で
あ
る
と
、
住
め
る

人
は
高
額
所
得
者
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
。都

市
が
形
成
さ
れ
る
上
で
、
一
般
の
人
が
多
く

住
め
る
形
態
の
住
宅
が
供
給
さ
れ
る
の
は
大

事
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
大

規
模
高
層
住
宅
の
役
割
は
重
要
だ
。

　

な
お
、
市
場
に
お
け
る
大
規
模
高
層
住
宅

は
、
か
つ
て
公
団
住
宅
が
高
度
成
長
期
の

憧し
ょ
う
け
い
憬
に
な
っ
た
ほ
ど
の
力
は
な
い
が
、「
集

積
の
経
済
」を
推
進
す
る
た
め
だ
け
に
大
規

模
高
層
住
宅
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

し
ま
う
状
況
は
好
ま
し
く
な
い
。大
都
市
の

中
心
部
に
お
け
る
住
み
心
地
の
良
さ
に
加

え
、
災
害
時
に
も
貢
献
す
る
と
い
っ
た
、
社

会
的
資
産
と
し
て
の

役
割
を
併
せ
持
つ
大

規
模
高
層
住
宅
を
提

供
す
る
こ
と
が
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
役
割
だ

と
私
は
考
え
る
。 

　

一
方
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
に
よ
り
、
人
口

が
減
少
す
る
郊
外
地

域
に
つ
い
て
、発
生
す

る
空
き
家
や
空
き
地

を
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
を
同
時
に
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
。

昨
今
、地
域
活
性
化
や

空
き
家
問
題
の
解
消

に
も
貢
献
す
る
も
の

と
し
て
分
散
型
ホ
テ

ル※
３

が
注
目
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
が
こ
れ
は

１
つ
の
有
効
な
活
用

方
法
だ
と
思
っ
て
い

る
。
使
わ
れ
て
い
な

い
社
会
的
資
産
と
し

て
の
住
宅
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
や
観

光
を
き
っ
か
け
に
し
た
関
係
人
口
が
増
加
す

れ
ば
、ま
ち
と
し
て
の
賑
わ
い
も
生
ま
れ
る
。

大
規
模
高
層
住
宅
の
住
み
心
地

向
上
に
と
っ
て
重
要
な

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ★
１

　

住
み
心
地
を
良
く
す
る
上
で
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
の
１
つ
は
共
用
空
間
だ
ろ
う
。特
に

私
が
注
目
す
る
の
は
建
物
の
中
の
屋
外
の
ス

コンパクトシティにおける
大規模高層住宅の役割

人口減少が進む日本において、コンパクトシティの推進は欠かせない。コ
ンパクト化＝集積する都心部における合理的な住宅形態は大規模高層住
宅であると名城大学理工学部建築学科高井宏之教授は語る。コンパクトシ
ティにおける大規模高層住宅の役割と望ましいあり方について聞いた。

高井宏之 氏
名城大学 理工学部建築学科 教授

大
規
模
高
層
住
宅
は

現
代
に
欠
か
せ
な
い
住
宅
形
態

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
都
市
に
人

口
が
集
積
し
て
い
く
の
は
必
然
で
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
は
基
本
的
な
対
応
方

法
で
あ
ろ
う
。コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
、

行
政
や
医
療
・
福
祉
、商
業
等
、生
活
に
必
要

な
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
定
の
エ
リ
ア
に

集
約
し
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
と
事
業
的

成
立
性
を
確
保
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

を
指
す
。１
９
９
０
年
代
半
ば
に
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
て
以
来
、

２０５０年 ま ち づくりの
フュー チャー デ ザ イ ン

ペ
ー
ス
（
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）だ
。シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
始
め
ア
ジ
ア
の
大
規
模
高
層
住
宅

で
は
、
中
間
階
に
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
や
ス
カ

イ
テ
ラ
ス
な
ど
と
い
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。火
災
時
の
避

難
場
所
と
し
て
法
律
上
設
置
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
開
発
側
が
必
ず
し
も
積

極
的
に
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
ば
か
り
と

は
言
え
な
い
が
、
実
際
行
っ
て
み
る
と
学
校

帰
り
の
子
ど
も
達
が
遊
ん
で
い
た
り
、
食
事 興隆D2公宅（台北市・22階建）の12階スカイデッキ
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え
て
い
る
理
事
長
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
し
て
、
大
規
模
高
層
住
宅
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と

の
で
き
る
共
用
空
間
が
必
須
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
。計
画
段
階
か
ら
共
用
空
間
を
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
等
緊
急
時
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
も

考
慮
し
建
物
を
企
画
・
設
計
し
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
実
現
は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に

し
か
で
き
な
い
非
常
に
重
要
な
役
割
だ
と
思

う
。

災
害
時
に
は
共
助
の
関
係
を

　

ま
た
共
用
空
間
は
災
害
時
に
地
域
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
。日
常
的
に
部
外
者
が
自
由
に
出
入
り

で
き
て
し
ま
う
と
、
大
規
模
高
層
住
宅
住
民

に
は
不
安
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。私
は
、

大
規
模
高
層
住
宅
が
常
に
外
部
に
開
放
さ
れ

て
い
る
必
要
は
な
く
、
緊
急
時
の
み
開
放
す

れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。災
害
時
に
は
地

域
の
防
災
拠
点
と
な
る
な
ど
、
共
助
の
場
と

し
て
全
体
で
は
な
く
低
層
階
に
あ
る
共
用
空

間
の
一
部
を
開
放
す
る
。大
規
模
高
層
住
宅

は
そ
の
ま
ち
の
中
核
に
な
り
得
る
社
会
的
資

産
で
も
あ
る
と
思
う
。居
住
者
も
ぜ
ひ
そ
う

い
う
意
識
を
持
っ
て
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

を
大
切
に
し
、
災
害
時
に
地
域
と
の
共
助
の

関
係
を
形
成
し
て
も
ら
い
た
い
。コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で

あ
る
大
規
模
高
層
住
宅
は
同
時
に
重
要
な
社

会
的
資
産
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
区
と
の
協
議
を

経
て
、
共
用
空
間
で
あ
る
集
会
室
に
訪
問
介

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
置
い
て
い
る
。３
㎞
圏

1957年岡山県生まれ、京都大学卒業・博士前期課程修
了、博士（工学）。
研究内容は集合住宅の共用空間計画、超高層住宅の居
住性評価。2000年までの竹中工務店時代（技術研究所
／設計部）に、エルザタワー 55の計画に参画。
近年、超高層住宅や大規模団地の経年変化、アジアの超
高層住宅を研究。時代と建築の関係の視点から、宿泊施
設や大規模商業施設も研究。

に
な
り
、
防
犯
上
の
安
全
性
も
高
く
な
る
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
導
入
は
コ
ス
ト
が
余

分
に
か
か
る
が
、
つ
く
り
込
み
方
次
第
で
物

件
の
魅
力
向
上
に
も
資
す
る
。な
お
、こ
の
実

現
策
と
し
て
行
政
に
は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

取
組
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
容
積
率
か
ら
外

し
た
り
、
さ
ら
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
の

導
入
な
ど
を
希
望
し
た
い
。

　

大
規
模
高
層
住
宅

の
住
み
心
地
を
良
く

す
る
も
う
１
つ
重
要

な
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
だ
と
考
え
る
。

大
規
模
高
層
住
宅
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
は
、
日

常
的
な
サ
ー
ク
ル
活

動
、
特
定
の
日
時
に

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
、
防
災
訓
練
等
の

非
常
時
へ
の
備
え
イ

ベ
ン
ト
の
３
種
類
が

あ
り
、
こ
の
中
で
最

も
重
要
な
の
は
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。比
較

的
気
軽
に
参
加
し
や

す
い
の
で
多
く
の
居

住
者
が
集
ま
る
可
能

性
が
高
く
顔
見
知
り

の
関
係
を
つ
く
り
や

す
い
。そ
の
イ
ベ
ン

ト
が
管
理
組
合
に
関

与
す
る
人
材
発
掘
に

つ
な
が
る
手
段
と
考

内
の
住
宅
を
訪
問
し
て
在
宅
看
護
を
行
う
と

と
も
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
有
廊
下
を
リ
ハ

ビ
リ
用
の
歩
行
空
間
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
存
在
は
マ
ン
シ
ョ
ン

の
高
齢
者
に
は
大
変
好
評
で
あ
る
。こ
れ
も

大
都
市
立
地
の
大
規
模
高
層
住
宅
だ
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
る
高
密
度
居
住
の
効
果
だ
と
い

え
よ
う
。

　

さ
ら
に
先
を
考
え
る
と
、
人
口
減
少
が
よ

り
進
ん
で
い
け
ば
大
規
模
高
層
住
宅
内
に
も

空
き
住
戸
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ま
だ
夢
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
住
戸

を
分
散
型
ホ
テ
ル
の
居
室
や
、
分
散
型
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
居
室
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
高
層
住
宅
を
起

点
に
住
宅
か
ら
住
み
や
す
い「
ま
ち
」に
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。（
談
） 

高井宏之（たかいひろゆき）　

を
す
る
人
や
夜
景
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
人

も
い
る
。わ
ざ
わ
ざ
１
階
ま
で
降
り
な
く
て

も
心
地
良
い
屋
外
生
活
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
場
と
し
て
人
気
が
あ
る
。な
か
に
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
り
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
置
く
大
規
模
高
層
住
宅
も
あ

る
。人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
と
ス
ト
リ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
役
割
を
自
然
と
担
う
こ
と

※1 中心市街地における都市機能および経済活力向上を目的とする法律
※2 都市再生緊急整備地域の都市開発促進を目的とする法律
※3 2018年に施行された改正旅館業法により実現した、複数の建物に客室やフロント、

レストラン等の機能を分散させている宿泊施設の形態
参考文献
★１ 高井宏之/髙田光雄/鈴木雅之編著：超高層住宅の未来絵図－アジア４都市からみ

た日本、技報堂出版、2023

Skyville（シンガポール・47階建）の11階ごとにあるスカイガーデン：写真は47階
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日本大学経済学部　教授

中川雅之氏 
　

こ
れ
は
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
さ
せ
る
環
境
を
提
供
す

る
機
能
で
、
人
口
密
度
の
高
い
大
都
市
ほ
ど
、
多

様
な
属
性
を
持
つ
労
働
者
と
企
業
の
最
適
な
組

み
合
わ
せ
が
実
現
可
能
に
な
る
。そ
の
結
果
、
両

者
の
生
産
性
向
上
に
も
寄
与
す
る
。ま
た
、
多
様

な
人
と
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
環
境
は
、
自
分
の
人
生

観
や
価
値
観
に
沿
っ
た
生
き
方
を
共
に
実
現
し

て
く
れ
る
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
結
婚
相
手
を
探

コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
た

都
市
の
重
要
性

　

CO
V

ID
-19

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
初
期
は
、
都
市
の
感
染
症
へ
の
脆
弱
性
が
強
調

さ
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
普
及
に
よ
り
都
市
は
必

要
な
く
な
る
と
い
う
極
端
な
意
見
も
散
見
さ
れ

た
。現
実
に
東
京
都
へ
の
流
入
人
口
は
か
な
り
減

少
し
、
日
本
経
済
や
国
民
生
活
の
上
で
、
大
都
市

の
重
要
性
、
人
々
が
集
積
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
重
要

性
が
軽
視
さ
れ
て
い
く
と
い
う
予
想
も
あ
っ
た
。

し
か
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
結
に
伴
い
、
人
流
は
都

市
に
戻
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
率
は
東
京
都
で
20

～
25
％
程
度
に
落
ち
着
い
た
。東
京
だ
け
で
な
く

地
方
圏
に
お
け
る
中
核
都
市
で
も
人
流
が
復
活

し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
後
に
生
じ
た
都
市
へ
の
人
流

アフターコロナ
次代の都市集積に向けて

アドバンスレビュー

が
示
唆
す
る
の
は
、
我
々
が
用
い
て
き
た「
都
市

と
い
う
技
術
」、
つ
ま
り
人
や
機
能
を
集
積
さ
せ
、

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
る
こ
と
で

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
豊
か

な
生
活
を
手
に
入
れ
る
方
法
を
、
人
々
が
本
質
的

に
支
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。コ
ロ
ナ

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
む
し
ろ
都
市
の
根
源

的
な
重
要
性
、
集
積
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
機

会
を
与
え
て
く
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

大
都
市
の
魅
力
、「
集
積
の
経
済
」を
担
う

三
要
素

　

都
市
の
魅
力
は
、「
集
積
の
経
済
」（
集
積
の
メ

リ
ッ
ト
）に
あ
る
。「
集
積
の
経
済
」は
、
３
つ
の

要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。ま
ず
は
マ
ッ
チ
ン
グ
。

コロナ化を経て人々は再び都市に戻り始めた。なぜ都市は
人々を魅了するのか。何を求め人々は都市に集まるのか。
都市の魅力を生み出す「集積の経済」は、人口減少が進む
日本経済のさらなる発展にも不可欠な要素であり、将来に
わたり日本人の豊かな生活を支え続けるには、都市単位で
の集積を進めることが必要となる。これからの都市のあり
方について日本大学経済学部の中川雅之教授に聞いた。

中川 雅之（なかがわ　まさゆき）

1961年，秋田県に生まれ．日本大学経済学部
教授．1984年京都大学経済学部卒業，経済
学博士（大阪大学）．1984年建設省入省後，
大阪大学社会経済研究所助教授，国土交通
省都市開発融資推進官などを経て，2004年か
ら現職．国家戦略特別区域諮問会議議員，日
本計画行政学会会長，日本公共政策学会会長
に就任（2024年6月まで）．主な著書，論文に『都
市住宅政策の経済分析』（2003年，日本評論

社，日経・経済図書文化賞，2003年NIRA大来政策研究賞），『人口減少時代
の住宅土地問題』（山崎福壽との共著）（2020年，東洋経済新報社），『財政学
への招待』(2022年、新世社)、“Earthquake risks and land prices: Evidence 
from the Tokyo Metropolitan Area” (Masayuki Nakagawa, Makoto Saito, 
and Hisaki Yamaga, Japanese Economic Review, 2009)がある．

し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

 

２
つ
目
は
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
だ
。道

路
や
公
園
な
ど
の
公
共
財
は
利
用

回
数
が
増
え
る
ほ
ど
１
人
当
た
り

の
提
供
コ
ス
ト
が
低
く
な
り
、
規

模
の
経
済
が
働
く
。人
口
の
多
い

大
都
市
ほ
ど
コ
ス
ト
が
下
が
る
た

め
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
る
。３
つ
目
が
、
情
報
ス

ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果
だ
。こ
れ
は
、

様
々
な
知
識
を
持
つ
人
た
ち
が
、

会
議
等
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
場

だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や

立
ち
話
な
ど
、フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
新
し
い
知
識
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
生
み
出
す
こ
と
を
指
す
。高
い

生
産
性
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
必

須
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

結
び
つ
く
。

　

コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
大
都
市
化
が

進
ん
で
い
た
の
は
、
日
本
人
の
豊
か
な
生
活
を
支

え
る
基
盤
を
提
供
す
る
と
い
う
都
市
の
特
性
が

理
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
を
経
て

都
市
へ
の
人
流
が
復
活
し
て
い
る
の
は
そ
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

都
市
へ
の
集
積
の
必
要
性

　

大
都
市
は
民
間
の
経
済
活
動
で
成
り
立
っ
て

い
る
。「
集
積
の
経
済
」が
存
在
す
る
魅
力
的
な

8

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研

東京のオフィスマーケットの回復

出典：Jones Lang LaSall 2024.12
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そ
う
し
た
政
策
の
推
進
が
必
要
に
な
ろ
う
。 

　

将
来
的
に
日
本
が
高
い
生
産
性
や
豊
か
な
生

活
を
維
持
す
る
に
は
、
知
識
集
約
産
業
に
よ
る
付

加
価
値
の
生
産
が
重
要
で
あ
り
、
付
加
価
値
生
産

に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
る
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
に
は
直
接

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
集

積
が
進
ん
だ
国
土
構
造
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

多
く
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

「
東
京
一
極
集
中
是
正
」で
は
な
く
、
東
京
は
東
京
、

地
域
は
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
単
位
で
集
積

を
進
め
、そ
れ
ぞ
れ
が「
集
積
の
経
済
」を
発
揮
し

補
完
し
合
う
こ
と
も
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現

の
一
助
と
な
ろ
う
。そ
の
た
め
に
は
、
人
口
減
少

下
に
お
け
る
国
土
構
造
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

政
府
が
示
し
て
国
民
が
共
有
し
、
さ
ら
に
は
地
方

団
体
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。コ
ロ

ナ
は
こ
の
流
れ
を
実
現
可
能
と
す
る
素
地
を
つ

く
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

大
都
市
化
の
課
題

　

集
積
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
機
能
も
人
も
大
都

市
に
集
ま
り
、
そ
れ
が
都
市
の
魅
力
を
押
し
上

げ
、
不
動
産
価
格
の
上
昇
が
進
む
。そ
の
典
型
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
シ
テ
ィ※

と
言

わ
れ
る
。高
所
得
者
層
が
大
都
市
に
流
入
す
る
と

住
宅
価
格
は
さ
ら
に
上
が
り
続
け
る
。近
年
不
動

産
、
特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
東

京
特
別
区
部
は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
化
が

進
行
し
て
い
る
と
言
え
る
。そ
の
東
京
特
別
区
で

環
境
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
が
集
ま
る
。今
後
の

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
と
豊
か
な
経
済
力

を
基
盤
と
し
た
生
活
を
国
際
的
水
準
の
観
点
か

ら
も
維
持
す
る
に
は「
集
積
の
経
済
」は
必
須
で
、

東
京
一
極
集
中
是
正
を
目
的
と
す
る
規
制
色
の

強
い
政
策
や
大
き
な
財
政
移
転
は
望
ま
し
く
な

い
。む
し
ろ
都
市
再
生
特
別
区
域
や
国
家
戦
略
特

区
に
指
定
さ
れ
た
区
域
は
民
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
な
規
制
緩
和
を
推
進

す
べ
き
で
、
さ
ら
に
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ビ
ジ
ネ
ス

に
結
び
付
け
る
た
め
の
資
金
獲
得
や
法
的
手
続

き
の
サ
ポ
ー
ト
環
境
の
提
供
も
望
ま
れ
る
。

　

た
だ
、
地
方
の
地
域
が
全
く
消
滅
し
東
京
だ
け

が
存
在
し
て
い
る
日
本
の
将
来
像
は
想
像
で
き

な
い
。日
本
の
国
土
や
多
様
性
を
維
持
す
る
に
は

地
域
が
地
域
と
し
て
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
。し

か
し
１
０
０
年
後
の
人
口
が
半
減
す
る
状
況
で

全
て
の
地
域
が
継
続
で
き
る
と
は
考
え
づ
ら
く
、

集
積
し
た
都
市
で
な
け
れ
ば
維
持

で
き
な
い
と
い
う
共
通
認
識
を
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。長
い
歴

史
の
中
で
醸
成
さ
れ
た
そ
の
地
域

の
文
化
や
伝
統
、歴
史
背
景
、産
業

な
ど
を
維
持
す
る
に
は
市
町
村
を

越
え
た
そ
の
地
域
の
中
で
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
の
代

表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
富
山
市

と
宇
都
宮
市
は
、
立
地
適
正
化
計

画
を
利
用
し
て
市
街
化
区
域
を
半

分
に
し
た
大
胆
な
空
間
再
編
政
策

の
実
施
と
中
心
部
の
交
通
利
便
性

を
向
上
す
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
等
の

結
果
、
地
価
が
上
昇
し
生
産
年
齢

人
口
の
流
入
が
増
加
し
た
。こ
れ

ら
は
デ
ー
タ
で
実
証
さ
れ
て
い
る
。

大
胆
な
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
都
市
の

価
値
を
上
昇
さ
せ
選
ば
れ
る
都
市

と
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
今
後
は

は
高
所
得
層
の
分
布
が
全
国
よ
り
も
明
ら
か
に

大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。政
府
は
基
本
的
に
不
動

産
価
格
の
抑
制
は
行
わ
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
不

動
産
価
格
上
昇
に
よ
り
、
今
ま
で
居
住
で
き
て
い

た
人
が
居
住
で
き
な
く
な
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
所
得
は
多
く
な

い
が
都
市
機
能
維
持
の
た
め
に
必
要
な
労
働
者
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
存
在
だ
。コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
重
要
性
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、医
療
、福
祉
、教
育
等
、都
市
機

能
維
持
の
た
め
に
都
心
や
一
定
の
集
積
の
あ
る

地
域
に
住
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
困
る
人
た
ち
に

対
し
て
、
政
府
が
市
場
価
格
よ
り
低
い
家
賃
の
物

件
提
供
や
住
宅
購
入
時
の
頭
金
の
一
部
に
つ
い

て
補
助
な
ど
を
行
う「
キ
ー
ワ
ー
カ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
ス
キ
ー
ム
」を
実
施
し
て
い
る
。日
本
に
お
い

て
も
、
低
所
得
者
に
対
し
て
公
営
住
宅
を
提
供
す

る
よ
う
な
所
得
再
分
配
だ
け
で
は
な
く
、
同
様
の

政
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。（
談
）

市町村の人口密度と一人当たり歳出額(2020年度)

総務省「国勢調査」「市町村別決算状況調」より作成

「COVID-19 のパンデミックが日本の都市構
造に与える影響フォローアップ調査」 最終報告
書を公表
　不動産協会は2025年6月に、新型コロナウイルス感
染症による人々の価値観の変化が、国土構造・都市構
造、さらには不動産業界へ与える影響について検討した 

「Withコロナ･Afterコロナにおける国土構造･都市構
造のあり方に関する研究会」の最終報告書を公表しまし
た。
　報告書ならびに研究会の詳細は以下のURLをご覧く
ださい。
https://www.fdk.or.jp/f_suggestion/covid19.html

※高所得者層や高度なスキルを持つ人材が集中している都市
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ク
タ
ー
ル
当
た
り
１
０
３
人
、マ
ル
セ
イ
ユ
市
は
36

人
。
日
本
の
都
市
と
比
べ
て
も
東
京
都
区
部
の
人

口
密
度
１
５
７
人
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、横
浜
市

（
86
人
）、名
古
屋
市（
71
人
）よ
り
は
高
い
。
ま
た
、

４
９
８
の
自
治
体
で
構
成
さ
れ
る
都
市
圏
人
口
は

約
２
３
０
万
人
で
こ
れ
は
パ
リ
に
次
い
で
大
き
い
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
比
較
し
て
も
リ
ヨ
ン
市
は
パ
リ
に
次
ぐ

二
番
目
の
規
模
を
有
す
る
。市
単
位
で
比
較
す
る
と
、

マ
ル
セ
イ
ユ
の
方
が
リ
ヨ
ン
よ
り
大
き
い
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
が
、そ
の
都
市
力
か
ら
す
る
と
リ
ヨ

ン
は
間
違
い
な
く
フ
ラ
ン
ス
第
二
の
都
市
で
あ
る
。

　

リ
ヨ
ン
と
い
う
都
市
の
歴
史
は
興
味
深
い
。

ソ
ー
ヌ
川
と
ロ
ー
ヌ
川
が
合
流
す
る
地
点
と
い
う

地
理
的
特
性
を
活
か
し
、ロ
ー
マ
帝
国
は
こ
こ
に
交

流
拠
点
を
設
け
、い
く
つ
か
の
ロ
ー
マ
街
道
が
こ

こ
に
通
じ
た
。
現
在
、ソ
ー
ヌ
川
の
西
岸
に
残
る
コ

ロ
シ
ア
ム
は
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
。
５
世

紀
に
は
ゲ
ル
マ
ン
系
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
人
が
フ
ン

族
の
侵
入
に
よ
っ
て
現
在
の
ド
イ
ツ
領
土
の
ラ
イ

ン
川
地
域
か
ら
移
動
し
て
き
た
。
そ
の
後
、神
聖

ロ
ー
マ
帝
国（
８
０
０
〜
１
８
０
６
年
）の
領
土
と

な
り
、ガ
リ
ア
地
方
の
中
心
都
市
と
な
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
領
土
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
14
世
紀

以
降
。
日
本
で
い
え
ば
室
町
時
代
に
よ
う
や
く
フ

ラ
ン
ス
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、リ
ヨ
ン

を
訪
れ
て
そ
こ
に
イ
タ
リ
ア
的
な
も
の
や
ド
イ
ツ

的
な
も
の
を
感
じ
る
の
は
そ
の
歴
史
に
由
縁
す
る
。

　

15
世
紀
に
な
る
と
イ
タ
リ
ア
商
人
の
計
ら
い
で

見
本
市
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
が
リ
ヨ
ン
を
フ
ラ
ン

ス
貿
易
そ
し
て
金
融
の
中
心
に
位
置
付
け
た
。
リ

ヨ
ン
は
そ
れ
ま
で
の
シ
ル
ク
貿
易
の
拠
点
と
い
う

特
性
を
活
か
し
、シ
ル
ク
産
業
に
よ
っ
て
繁
栄
す

る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
ル
イ
11
世
が
１
４
６
６
年

に
絹
工
業
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前

歴史と未来が
調和した都市リヨン

龍谷大学政策学部教授

服部圭郎 氏

ソーヌ川からノート
ルダム大聖堂を望
む。右の建物は市
の裁判所

古代ローマ劇場の遺跡は、ここが古代ローマ帝国の重要な拠点都市で
あったことを教えてくれる

Photo
&

Essay

Worldwide 
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第　回35

フランス南東部に位置し、パリに次ぐ規模の都市圏を形成するリヨンは、
豊かな文化と歴史を持ち、ローマ帝国時代から要衝地として

重要な役割を果たしてきた。
近年、都市の多様な魅力により

年間数百万人の集客を誇る観光産業に加え、
ライフサイエンスなど最新産業の誘致により
新たな価値を生み出しているリヨンを見る 。

Lyon

ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
要
衝
地
と
し
て
繁
栄

見
本
市
を
き
っ
か
け
に

フ
ラ
ン
ス
貿
易
の
中
心
地
に

　

パ
リ
に
次
ぐ
フ
ラ
ン
ス
の
大
都
市
は
ど
こ
か
？ 

統
計
的
に
は
マ
ル
セ
イ
ユ
と
な
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ

の
人
口
は
約
87
万
人
で
、周
辺
の
92
の
自
治
体
で
構

成
さ
れ
る
大
都
市
圏
人
口
は
約
1
8
8
万
人
。
し

か
し
、体
感
で
は
リ
ヨ
ン
の
方
が
大
都
市
の
よ
う
に

感
じ
る
。
都
市
を
一
望
で
き
る
両
都
市
の
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
寺
院
に
登
る
と
、リ
ヨ
ン
の
方
が
都
市
と
し

て
の
広
が
り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
し
、実
際
、

両
都
市
の
街
中
を
歩
い
て
も
リ
ヨ
ン
の
方
が
大
き

く
感
じ
ら
れ
る
。

　

た
だ
、統
計
的
に
み
る
と
リ
ヨ
ン
市
の
人
口
は

約
52
万
人（
２
０
２
２
年
）。
マ
ル
セ
イ
ユ
市
の

面
積
約
２
４
１
k㎡
と
比
べ
、リ
ヨ
ン
市
の
面
積
は

約
48 

k㎡
と
、確
か
に
リ
ヨ
ン
の
方
が
遥
か
に
小
さ

い
。
だ
が
、人
口
密
度
で
み
る
と
リ
ヨ
ン
市
は
１
ヘ
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は
イ
タ
リ
ア
か
ら
絹
を
輸
入
し
て
い
た
の
を
国
内

生
産
に
置
き
換
え
た
。
絹
産
業
は
17
世
紀
か
ら
18

世
紀
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
る
。
極
東
か
ら
絹

を
買
い
付
け
て
高
級
絹
織
物
を
生
産
し
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
へ
も
売
り
捌
い

て
多
く
の
利
益
を
得
た
。
18
世
紀
後
半
に
は
リ
ヨ

ン
の
シ
ル
ク
産
業
は
９
万
人
の
雇
用
を
生
み
出
す
。

１
８
０
１
年
に
は
複
雑
な
模
様
を
機
械
的
に
織
る

こ
と
が
で
き
る
ジ
ャ
カ
ー
ル
織
機
が
発
明
さ
れ
た
。

し
か
し
、こ
の
機
械
化
は
手
工
業
者
た
ち
の
賃
金
を

低
下
さ
せ
、社
会
的
な
緊
張
が
高
ま
り
、労
働
者
に

よ
る
大
規
模
な
蜂
起
が
１
８
３
１
年
と
１
８
３
４

年
の
二
度
に
わ
た
り
起
き
る
。
20
世
紀
に
入
る
と

化
学
繊
維
が
登
場
し
て
絹
の
需
要
は
減
少
し
た
。

中
国
や
日
本
な
ど
と
の
国
際
競
争
な
ど
も
あ
り
、リ

ヨ
ン
の
絹
産
業
は
縮
小
に
向
か
う
。
現
在
で
は
高

級
品
を
中
心
に
細
々
と
生
産
し
て
い
る
の
み
だ
。

多
様
な
経
緯
を
辿
る
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た

建
造
物
が
世
界
中
の
人
を
魅
了

歴
史
と
未
来
の
融
合
が
ま
ち
の

新
し
い
価
値
と
魅
力
を
創
造

　

絹
産
業
に
代
わ
っ
て
現
在
の
リ
ヨ
ン
の
経
済
を

支
え
る
の
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ソ
フ
ト
開

発
な
ど
ハ
イ
テ
ク
系
の
産
業
や
医
療
産
業
で
あ

る
。
そ
し
て
、最
近
、重
要
度
が
増
し
て
い
る
の
は

観
光
産
業
で
あ
る
。
リ
ヨ
ン
は
１
９
９
８
年
に
旧

市
街
地
の
4
2
7
ha
が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
、バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン※
１
の
３
２
３
ha
を
含
め
る
と

都
心
部
の
７
５
０
ha
が
保
存
地
区
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
京
ド
ー
ム
約
１
６
０
個
分

の
広
さ
に
相
当
す
る
。
加
え
て
リ
ヨ
ン
は
ガ
ス
ト

ロ
ミ
ー
都
市※
２
と
し
て
知
ら
れ
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付

き
レ
ス
ト
ラ
ン
が
19
軒
あ
る
。
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
中
で
も
毎
年
12
月
上

旬
に
開
催
さ
れ
る
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
ま
ち
を
彩
る「
光
の
祭
り
」

は
２
０
０
万
人
以
上
の
集
客
を
誇
る
。

　

こ
の
圧
倒
的
な
歴
史
・
文
化
の
高
度
な
集
積
が

多
く
の
観
光
客
を
リ
ヨ
ン
に
惹
き
つ
け
、リ
ヨ
ン

観
光
局
の
発
表
だ
と
２
０
２
４
年
の
観
光
客
は

６
０
０
万
人
で
、こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
パ
リ

に
次
ぐ
。
観
光
業
は
４
万
１
０
０
０
人
の
雇
用
を

創
出
し（
２
０
０
２
年
）、経
済
的
に
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
公
共
地
方
団
体
で
あ
る
メ
ト
ロ

ポ
ー
ル
・
リ
ヨ
ン
の
都
市
計
画
部
長
シ
ャ
ン
ベ
氏

に
リ
ヨ
ン
の
強
み
と
弱
み
を
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る

（
２
０
２
４
年
７
月
）。
そ
の
時
の
回
答
は
、強
み

は
２
０
０
０
年
の
歴
史
。
複
雑
な
歴
史
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
現
代
に
継
承
し
て
い
る
。
ま

さ
に
生
き
た
建
築
ス
タ
イ
ル
の
百
科
事
典
の
よ
う

に
、様
々
な
時
代
に
建
て
ら
れ
た
様
々
な
様
式
の

建
築
が
見
事
調
和
し
て
リ
ヨ
ン
を
つ
く
り
上
げ
て

い
る
。加
え
て
、二
つ
の
河
が
合
流
し
て
い
て
水
が

豊
富
で
、飲
料
水
の
質
も
高
い
こ
と
。逆
に
弱
み
は
、

住
宅
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン※
３

。
ま
た
、リ
ヨ
ン
の
南
に
立
地
し
て
い
た
工

場
の
廃
棄
物
で
土
壌
が
汚
染
さ
れ
て
お
り
幾
つ
か

の
井
戸（
水
源
）が
、使
え
な
い
こ
と
だ
そ
う
だ
。

　

リ
ヨ
ン
は
1
9
8
0
年
代
頃
か
ら
、都
市
の
イ

ン
フ
ラ
を
大
き
く
改
善
す
る
必
要
性
を
認
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ま
ず
、タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
一
つ
パ
ー
ル
デ
ュ
ー
駅
に
隣
接
し
て
パ
ー
ル

デ
ュ
ー
・
タ
ワ
ー
（
高
さ
約
1
6
5
m
、地
上
42
階

建
）を
建
設
し
た
。
さ
ら
に
、歩
行
者
優
先
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、中
心
部
に
位
置
す
る

ベ
ル
ク
ー
ル
広
場
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
空
間
の

改
善
に
力
を
入
れ
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
自
動
車
が

走
行
し
て
い
た
ロ
ー
ヌ
川
沿
岸
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

の
整
備
は
人
々
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

そ
し
て
2
0
0
3
年
か
ら
は
ロ
ー
ヌ
川
と
ソ
ー
ヌ

川
が
合
流
す
る
中
州
に
1
5
0
ha
に
も
及
ぶ
再
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
電
力
イ
ン
フ
ラ

を
最
適
化
す
る「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」の
テ
ス
ト

ベ
ッ
ド※
４
に
も
な
っ
て
お
り
、未
来
的
な
意
匠
の
建

築
群
と
合
わ
せ
、世
界
遺
産
の
ソ
ー
ヌ
川
西
岸
の

歴
史
的
地
区
と
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
為
し
て

い
る
。
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
を
し
っ
か
り
と
保
全

し
、現
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
な
が
ら
、新
た

な
価
値
を
見
事
に
付
加
し
て
い
る
都
市
政
策
こ
そ

が
、リ
ヨ
ン
と
い
う
都
市
の
魅
力
の
源
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

サンジュアン地区には美食を求めて多くの人 が々訪れる

夜が長い12月、市街地は光によって演出される

ローヌ川左岸はプロムナードとして2008年に再整備された。
対岸に見えるのはオテル・デュー・デ・リヨン

龍谷大学政策学部政策学
科教授。1963年東京都
生まれ。カリフォルニア
大学環境デザイン学部修
了。民間シンクタンクを
経て、明治学院大学教授
に就任。主な著書に『人
間都市クリチバ』、『衰退を
克服したアメリカ中小都市
のまちづくり』、『サステイ

ナブルな未来をデザインする知恵』、『若者のための
まちづくり』、『ドイツ・縮小時代の都市デザイン』。
訳書に『世界が賞賛する日本の町の秘密』。技術士
（都市・地方計画）､博士《総合政策）。

服部圭郎 （はっとり   けいろう）
※1	バッファーゾーン：世界遺

産指定地域を取り囲むエ
リアを指し、建築物の高
さやデザインをはじめと
する詳細な規制が定めら
れている

※2	ガストロミー都市：食文
化を重視し、観光や経済
の振興に活用する都市

※3	ジェントリフィケーション：
不動産価格の上昇に伴う
サービスの高価格化など
で、富裕層しか住めなく
なっていく現象

※4	テストベッド：システム開
発などで用いられる実証
実験用環境の総称
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GXとは、脱炭素社会の構築に向けて「環境と経
済の好循環」を実装していく経済社会の変革を指
す。まちづくりGXは、都市における環境と経済の
好循環を創り出していく取り組みとも言える。JR
大阪駅前で開業した「グラングリーン大阪」は、工
業都市の象徴であった貨物線駅跡地を、GXのまち
に再生したプロジェクトだ。緑地や再生可能エネル
ギー、同時にまちの経済的な付加価値をも向上さ
せつつあるグラングリーン大阪を通じて、大阪のま
ちの変革に迫る。

フ ォ ー カ ス
まちづくりの

GXと
グラングリーン大阪

Ｇ
Ｘ
と
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪

　

２
０
２
５
年
の
新
緑
と
共
に
、
Ｊ
Ｒ
大
阪

駅
北
側
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
う
め
き
た
地

区
」
の
約
24 

ha
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ

と
な
る
「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」
の
南
館

が
開
業
し
た
。
広
大
な
芝
生
広
場
と
水
盤
か

ら
、
自
然
な
岩
山
と
峡
谷
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
建
物
を
見
る
と
、
こ
こ
が
大
阪
都
心
部
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。多
く
の
人
は
、

こ
こ
が
か
つ
て
蒸
気
機
関
車
の
煤
煙
と
石
炭

の
粉
塵
に
ま
み
れ
る
貨
物
線
発
着
駅
だ
っ
た

と
は
信
じ
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

れ
ば
、文
明
開
化
の
神
戸
か
ら
の
終
着
駅
・
初

代
大
阪
駅
も
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
。
文
明
開

化
を
迎
え
た
大
阪
は
、
神
戸
港
か
ら
蒸
気
機

関
車
に
乗
っ
て
き
た
お
雇
い
外
国
人
を
「
梅

田
ス
テ
ン
シ
ョ
」
で
出
迎
え
た
。
大
阪
駅
に

は
、大
阪
の
製
造
業
を
支
え
る
鉄
や
石
炭
、原

綿
と
い
っ
た
大
量
の
物
資
が
届
い
た
。
こ
の

場
所
は
、明
治
、大
正
、昭
和
中
頃
ま
で
産
業

都
市
・
大
阪
を
支
え
る
技
術
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
集
積
地
だ
っ
た
。
そ
の
地
が
い
ま
、
明
治

か
ら
１
８
０
年
を
経
て
、
Ｇ
Ｘ
―
環
境
と
経

済
の
好
循
環
の
実
現
―
を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち

「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」に
な
っ
た
。

　

近
現
代
史
を
振
り
返
る
と
、大
阪
は
明
治
、

大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
工
業
都
市
だ
っ
た
。

商
都
・
大
阪
が
工
業
都
市
に
変
革
し
た
の
は

鉄
道
に
よ
る
寄
与
が
大
き
い
。
国
際
港
・
神

戸
と
鉄
道
で
繋
が
っ
た
大
阪
に
、
海
外
の
新

技
術
と
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
に
流
入

し
た
か
ら
だ
。
明
治
維
新
後
、
大
阪
で
最
初

グラングリーン大阪 南館とうめきた公園。右側工事中エリアも公園になる（提供：グラングリーン大阪開発事業者）
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い
る
の
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
工
場
を
動

か
し
て
い
た
石
炭
は
、
大
阪
駅
（
梅
田
貨
物

駅
）
か
ら
運
河
を
通
じ
て
運
ば
れ
た
。
関
西

最
大
級
の
貨
物
駅
で
あ
る
梅
田
貨
物
駅
は
、

大
阪
を
物
資
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
面
で
支
え

た
。
そ
の
取
り
扱
い
貨
物
が
減
少
し
始
め
た

の
は
、１
９
７
０
年
頃
か
ら
だ
。
戦
後
、戦
災

復
興
の
た
め
の
木
材
を
運
び
入
れ
て
き
た
梅

田
貨
物
駅
だ
っ
た
が
、
や
が
て
工
場
が
市
内

か
ら
郊
外
に
移
転
。
鉄
道
輸
送
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
運
送
へ
の
転
換
が
進
み
、
梅
田
貨
物
駅
は

１
９
９
９
年
頃
に
そ
の
機
能
を
終
え
て
い

た
。

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪

経
済
へ
の
影
響 

 

鉄
道
貨
物
の
衰
退
と
と
も
に
空
白
と
な
っ

た
梅
田
貨
物
駅
は
、
２
０
１
３
年
に
正
式
に

廃
止
と
な
り
、
約
24 

ha
の
ヤ
ー
ド
跡
地
が
残

さ
れ
た
。
そ
の
再
開
発
構
想
は
１
９
８
０

年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
本
格
的
に
始
動
し

た
の
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
だ
。
再
開
発

構
想
に
あ
た
っ
て
、
同
跡
地
を
梅
田
の
北
を

意
味
す
る
う
め
き
た
地
区
と
し
、
２
０
０
４

年
に
大
阪
駅
北
地
区
街
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
２
０
０
６
年
に
先
行
開
発

地
区
の
約
７ 

ha
の
開
発
を
担
う
開
発
事
業
者

が
決
定
。
２
０
１
０
年
に
工
事
が
始
ま
り
、

２
０
１
３
年
に
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設
・
ホ
テ

ル
・
分
譲
住
宅
か
ら
な
る
大
型
複
合
ビ
ル「
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」（
延
床
面
積
計
約
56
・

８
万
㎡
）が
開
業
し
た
。

　

今
回
、南
館
が
開
業
し
た「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー

ン
大
阪
」は
、
う
め
き
た
地
区
24 

ha
の
再
開
発

に
よ
る
工
業
化
の
嚆こ

う

矢し

だ
。
日
清
戦
争
の
需

要
を
受
け
て
好
業
績
を
上
げ
た
大
阪
紡
績
を

見
た
大
阪
の
資
本
家
は
、
次
々
に
紡
績
会
社

や
染
色
工
場
な
ど
を
大
阪
市
内
外
で
建
設

し
た
。
大
正
時
代
の
大
阪
の
鳥ち
ょ
う
か
ん
ず

観
図
に
は
、

無
数
の
煙
突
が
立
ち
、
煙
を
た
な
び
か
せ
て

の
近
代
工
場
が
、
明
治
４
年
に
創
設
さ
れ
た

造ぞ
う
へ
い
り
ょ
う

幣
寮
（
現
・
造
幣
局
）
だ
。
英
国
式
の
石

炭
溶
鉱
炉
で
貨
幣
を
鋳
造
す
る
造
幣
寮
は
近

代
の
経
済
を
支
え
た
。
そ
の
数
年
後
に
は
紡

績
会
社
「
大
阪
紡ぼ
う

績せ
き

」
が
誕
生
し
た
。
渋
沢

栄
一
な
ど
に
よ
る
大
阪
紡
績
は
、
民
間
資
本

グラングリーン大阪の配置図（提供：グラングリーン大阪開発事業者）　北街区の中核機能はイノベーション・プラットフォームを指す

大正時代の鳥観図から見る大阪駅　左側の空地が後の梅田貨物駅　グラングリーン大阪に当たる
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ス
、
う
め
き
た
開
発
特
定
目
的
会
社
（
出
資

者
は
大
林
組
）
が
共
同
事
業
を
行
う
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
９
社
だ
。

　

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
敷
地
形
状
は

お
お
ま
か
に
は
三
角
形
と
な
っ
て
お
り
、
南

北
の
角
地
に
南
館
（
南
街
区
）
と
北
館
（
北

街
区
）
が
立
地
す
る
。
今
回
開
業
し
た
南

館
に
は
、主
に
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設
・
ホ
テ

ル
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
複
数
の
機
能
が
集

約
。
竣
工
時
期
は
未
定
だ
が
、
分
譲
棟
（
同

約
９
万
３
０
０
０
㎡
）
も
施
工
中
だ
。
ま

た
、
２
０
２
４
年
に
先
行
し
て
開
業
し
た
北

館
、中
核
機
能
と
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ホ
テ
ル
・
商
業
施
設
な
ど

か
ら
な
る
。
現
在
は
地
下
１
階
・
地
上
47
階

建
て
の
分
譲
棟
が
建
設
中
だ
。

　

南
館
と
北
館
の
間
に
は
、
壮
大
な
緑
が
広

が
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の

「
グ
ラ
ン
」は
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ス
ペ
イ
ン
語

で
は
「
壮
大
な
」
を
意
味
す
る
。
グ
ラ
ン
グ

リ
ー
ン
大
阪
は
、「
壮
大
な
緑
」の
表
す
よ
う

に
、約
４
・５
ha
も
の
緑
化
面
積
を
誇
る
「
う

め
き
た
公
園
」
が
立
地
す
る
。
芝
生
広
場
約

７
０
０
０
㎡
を
含
む
う
め
き
た
公
園
は
、
グ

ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
敷
地
面
積
の
３
割
を

超
え
る
。
植
栽
さ
れ
た
樹
木
は
１
５
０
０
本

以
上
、植
物
種
は
約
３
２
０
種
。
い
ず
れ
も
、

都
市
気
候
の
調
整
や
歩
行
者
の
滞
在
性
向
上

を
目
的
と
し
て
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。

　

緑
地
の
比
率
は
、
従
来
の
都
市
創
造
の
枠

を
超
え
る
。
こ
の
壮
大
な
緑
が
、
環
境
と
経

済
の
好
循
環
を
創
り
出
し
て
い
く
グ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
大
阪
の
Ｇ
Ｘ
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
。
開
発
事
業
者
で
あ
る
三
菱
地

所
ら
に
よ
る
と
、
南
館
の
オ
フ
ィ
ス

フ
ロ
ア
（
約
11
万
３
０
０
０
㎡
）
は

２
０
２
５
年
３
月
時
点
で
内
定
見

込
み
含
め
て
85
％
と
な
っ
て
お
り
、

近
隣
相
場
よ
り
も
高
い
賃
料
相
場
で

あ
る
。
名
だ
た
る
企
業
が
す
で
に
進

出
を
決
め
、電
通
や
ク
ボ
タ
、塩
野
義

製
薬
と
い
っ
た
中
核
企
業
が
名
を
連

ね
る
。
こ
れ
は
都
市
公
園
に
面
し
た

立
地
や
、空
間
構
成
、先
行
し
て
開
業

し
た
北
館
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
と

さ
れ
る
。
特
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
集
積
が
北
館
に
形
成
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
と
連
動
す
る
形
で
、大
手
企

業
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
や
研
究
開
発

部
門
の
立
地
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
い
る
。
三
菱
地
所
グ
ラ

ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
室
の
神
林
祐
一
室

長
は
、「
オ
フ
ィ
ス
賃
料
は
梅
田
エ

リ
ア
の
中
で
も
最
高
水
準
で
す
。
都

心
の
真
ん
中
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
緑
地

を
抱
え
る
と
い
う
構
成
そ
の
も
の
が
企
業
の

判
断
に
響
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
社
機
能
や
新
規
出
店
に
お
け
る
“
選
ば
れ

る
地
”
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
、
う
め
き
た
公
園
の
緑
化

が
進
ん
だ
こ
と
で
成
約
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
」
と
話
す
。
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大

阪
の
好
調
な
オ
フ
ィ
ス
は
、緑
こ
そ
が
、企
業

と
人
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
事
例
と
言
え
よ
う
。
従
来
の
再

開
発
で
は
、
ビ
ル
の
物
理
的
な
ス
ペ
ッ
ク
や

利
便
性
に
よ
っ
て
価
格
が
形
成
さ
れ
て
き
た

が
、グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
は
、オ
フ
ィ
ス
と

周
辺
環
境
と
の
関
係
性
（
公
園
と
の
距
離
・

景
観
・
回
遊
性
）が
、オ
フ
ィ
ス
そ
の
も
の
の

付
加
価
値
を
規
定
し
つ
つ
あ
る
可
能
性
が
生

じ
て
い
る
。

緑
を
軸
に
し
た

都
市
機
能
の
集
積
と
重
層
性

　

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、都
市
公
園
、

オ
フ
ィ
ス
、商
業
施
設
、住
宅
、ホ
テ
ル
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
同
一
敷
地
内
に
配
置

さ
れ
、す
べ
て
が
徒
歩
圏
内
に
あ
る
。都
市
機

能
の
集
積
お
よ
び
重
層
性
は
、将
来
を
見
据

広大な芝生のある「うめきた公園」から見る南館

タイムアウトマーケット大阪（提供：グラングリーン大阪開発事業者）

の
総
仕
上
げ
と
な
る「
う
め
き
た
２
期
」（
総

開
発
面
積
約
17 

ha
、
敷
地
面
積
約
９
・
１
ha
）

を
指
す
。
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
は
、
南
館

が
開
業
し
た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う

ち
約
７
割
ま
で
を
開
業
し
た
こ
と
に
な
る
。

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
民
間
宅
地
部
分
の

開
発
を
進
め
る
の
は
、
三
菱
地
所
（
代
表
企

業
）、
大
阪
ガ
ス
都
市
開
発
、
オ
リ
ッ
ク
ス
不

動
産
、関
電
不
動
産
開
発
、積
水
ハ
ウ
ス
、竹

中
工
務
店
、阪
急
電
鉄
、三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
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谷
の
あ
る
山
を
想
起
さ
せ
、公
園
の
緑
が
あ

た
か
も
高
山
の
中
腹
に
あ
る
高
原
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。大
屋

根
の
基
本
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、自
然
と

建
物
が
調
和
す
る
構
成
で
世
界
的
に
高
い
評

価
を
得
て
い
る
建
築
家
ユ
ニ
ッ
ト
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ａ
（
妹
島
和
世
＋
西
沢
立
衛
）
に
よ
る
も
の

だ
。公
園
内
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
、イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
が
点
在

し
、都
市
空
間
の
中
に
多
機
能
を
織
り
込
む

手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、通

勤
者
・
来
訪
者
・
居
住
者
の
異
な
る
時
間
帯

の
利
用
が
交
差
し
、終
日
賑
わ
い
が
持
続
す

る
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

公
園
か
ら
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
が
る
建
物
に

は
商
業
施
設
・
ホ
テ
ル
が
重
な
り
合
う
。
南

館
の
緑
鮮
や
か
な
階
段
を
降
り
て
い
く
と
地

下
１
階
に
総
面
積
約
３
０
０
０
㎡
の
フ
ー
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

大
阪
」
が
あ
る
。
59
ヵ
国
３
３
３
都
市
で
展

開
し
て
い
る
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
「T

im
e O

ut

」

の
編
集
者
が
編
集
し
た
食
と
文
化
を
体
験
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
関
西
を
代
表
す
る
17
の

レ
ス
ト
ラ
ン
と
２
つ
の
バ
ー
が
入
る
。
世
界

の
都
市
と
旅
、
食
と
ア
ー
ト
を
横
断
す
る
こ

の
拠
点
は
、
国
内
外
の
来
訪
者
に
ロ
ー
カ
ル

な
都
市
体
験
を
提
供
す
る
ハ
ブ
と
し
て
機
能

す
る
。

　

南
館
地
下
１
階
か
ら
地
上
３
階
に
展
開

す
る
「
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
」に
は
、全

55
店
舗
が
集
積
す
る
。
１
階
に
は
、
路
面
店

の
よ
う
な
設
え
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
の

N
ike

に
よ
る
大
阪
北
エ
リ
ア
初
の
直
営
大
型

店
舗
「N

ike U
m

eda

」が
出
店
。
カ
フ
ェ
併

設
は
梅
田
初
出
店
と
な
る
「Ron H

erm
an

（
ロ
ン
ハ
ー
マ
ン
）」や
大
阪
府
内
初
の「Café 

K
itsuné

（
カ
フ
ェ 

キ
ツ
ネ
）」、
フ
ラ
ン
ス

発
の
「agnèsb.

（
ア
ニ
エ
ス
ベ
ー
）」と
い
っ

た
高
感
度
ブ
ラ
ン
ド
が
名
を
連
ね
る
。
３
階

の
心
揺
さ
ぶ
る
上
質
空
間
で
も
て
な
す
飲
食

ゾ
ー
ン
「U

M
EK

IT
A

 GRA
N

D
T

A
BLES

（
ウ
メ
キ
タ 

グ
ラ
ン
テ
ー
ブ
ル
ズ
）」
に
は
、

米
国
発
の
高
級
ス
テ
ー
キ
店
「RU

T
H

'S 
CH

RIS ST
EA

K
 H

O
U

SE 

（
ル
ー
ス
ク
リ

ス　

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
）」や
、
イ
タ
リ
ア
ン

の
「BRIA

N
ZA

 O
SA

K
A

（
ブ
リ
ア
ン
ツ
ァ

オ
オ
サ
カ
）」、
名
古
屋
の
人
気
店
に
よ
る
う

な
ぎ
専
門
「
炭
焼 

う
な
富
士
」
な

ど
、
上
質
な
食
体
験
を
提
供
す
る

店
舗
も
揃
う
。
ア
パ
レ
ル
だ
け
で

な
く
、温
浴
・
運
動
・
食
事
・
メ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
美
容
を
５
つ
の
テ
ー

マ
と
し
た
健
康
増
進
施
設
「
う
め

き
た
温
泉 

蓮 W
ellbeing Park

」

も
立
地
す
る
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設

の
導
入
も
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪

の
商
業
施
設
に
お
け
る
重
層
性
を

表
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、宿
泊
機
能
の
充
実
も
グ

ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
特
色
だ
。

２
０
２
５
年
４
月
に
世
界
の
ヒ
ル

ト
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
上
級

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
「
ウ
ォ

ル
ド
ー
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
大
阪
」

（
２
５
２
室
）
が
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
の

上
層
階
に
開
業
、
南
館
開
業
に
合

わ
せ
「
ホ
テ
ル
阪
急
グ
ラ
ン
レ
ス

パ
イ
ア
大
阪
」（
４
８
２
室
）
も
サ

 商業施設「ショップ＆レストラン」が入る南館低層部（提供：グラングリーン大阪開発事業者）

ホテル阪急グランレスパイア大阪 1階エントランス（提供：株式会社阪急阪神ホテルズ）

え
た
綿
密
な
都
市
計
画
と
、事
業
者
の
開
発
・

企
画
力
が
な
さ
せ
る
業
と
い
え
る
。と
り
わ

け
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
場
合
は
公
園
を

主
軸
に
据
え
た
構
成
が
光
る
。都
市
公
園
の

緑
地
を
「
背
景
」
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、

都
市
機
能
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
再
定
義
。

自
然
な
風
合
い
の
石
材
タ
イ
ル
の
建
物
は
峡

ウ
ス
タ
ワ
ー
上
層
階
に
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン

し
た
。
す
で
に
先
行
開
業
し
て
い
た
北
館

の
「
キ
ャ
ノ
ピ
ー
ｂ
ｙ
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
梅
田
」

（
３
０
８
室
）と
あ
わ
せ
て
、
約
１
０
０
０
室

規
模
の
宿
泊
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。
万
博

開
催
等
に
伴
う
観
光
需
要
だ
け
で
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
、長
期
滞
在
、の
受
け
入
れ
な

ど
、
用
途
の
多
様
性
も
考
慮
し
て
い
る
。
そ

し
て
、Ｇ
Ｘ
に
繋
が
る
重
層
性
が
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
充
実
だ
。
地
下
に
広
が
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
に
お
い
て
も
先
進
的

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

核
を
担
う
の
が
、「
帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
」



16

の
導
入
だ
。
地
下
約
40
〜
50
ｍ
に
あ
る
帯
水

層
に
、夏
季
の
余
剰
熱
を
温
水
と
し
て
蓄
え
、

冬
季
に
暖
房
用
と
し
て
再
利
用
す
る
全
国
初

の
手
法
だ
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
と
連
携
す

る
こ
と
で
効
率
的
な
熱
供
給
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
南
北

に
貫
通
す
る
下
水
道
か

ら
熱
を
回
収
し
、
冷
暖
房

に
活
用
す
る
「
下
水
熱

利
用
」
も
関
西
で
初
め
て

本
格
実
装
さ
れ
た
。
こ

れ
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
見
な
す
新
し
い
都
市

設
計
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
る
。
加
え
て
、
地
下

数
十
メ
ー
ト
ル
の
地
中

温
度
を
利
用
し
た
「
地

中
熱
シ
ス
テ
ム
」
も
併
用

さ
れ
て
お
り
、
安
定
的

な
熱
源
と
し
て
夏
冬
の

ピ
ー
ク
負
荷
削
減
に
寄

与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
地
域
冷
暖
房
設
備（
Ｄ

Ｈ
Ｃ
）
や
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
、
さ
ら
に
は
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
と
も
接

続
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
一
元
的
に

最
適
化
し
て
い
る
。
グ

ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
は
、

日
本
初
を
含
む
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積

地
と
し
て
現
代
に
蘇
っ
た
と
言
え
る
。

都
市
と
人
を
動
か
す
緑
の
力

　

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
価
値
は
、
単
に

施
設
や
公
園
の
量
的
ス
ケ
ー
ル
に
あ
る
の
で

は
な
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
質
的

な
意
義
は
、
都
市
に
お
け
る
集
積
の
意
味
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
空
間
と
し
て
体

現
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
か
つ
て
の
大
阪
で

は
、都
市
の
集
積
と
は
、物
資
の
集
中
を
意
味

し
て
い
た
。
石
炭
、木
材
、鉄
─
─
産
業
の
資

材
を
効
率
的
に
運
び
、保
存
し
、再
分
配
す
る

た
め
に
都
市
が
設
計
さ
れ
て
い
た
。
梅
田
貨

物
駅
は
、
そ
の
集
積
地
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は

流
通
効
率
と
物
理
的
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
付
加
価

値
を
生
ん
で
い
た
。
２
０
２
５
年
の
い
ま
、

か
つ
て
の
梅
田
貨
物
駅
に
集
積
し
て
い
る
の

は
、緑
、歩
行
者
空
間
、重
層
性
の
あ
る
機
能
、

多
様
か
つ
多
国
籍
な
文
化
が
育
む
創
造
性

だ
。
こ
れ
ら
は
、
経
済
成
長
に
欠
か
せ
な
い

人
的
資
本
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
っ
て

も
い
い
。

　

か
つ
て
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
地
は
、

大
阪
の
頭
脳
で
あ
り
心
臓
で
も
あ
っ
た
。
近

代
日
本
の
産
業
を
知
で
牽
引
し
た
お
雇
い
外

国
人
が
こ
こ
に
降
り
立
ち
、
経
済
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
の
地
に
集
い
、
脈
打
つ
よ

う
に
送
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
場
所
が

い
ま
再
び
、世
界
か
ら
人
を
惹
き
つ
け
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
発
す
る
企
業
が
集
い
、
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
壮
大
な
緑
の

拠
点
へ
と
進
化
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
グ
リ
ー

ン
大
阪
は
、
大
阪
そ
し
て
日
本
の
Ｇ
Ｘ
―
環

境
と
経
済
の
好
循
環
を
推
進
す
る
。

グラングリーン大阪のGX、環境先進技術の外観図 ①帯水層蓄熱設備 ②バイオガス発電設備 ③地域冷暖房 ④エリアエネルギーマネジメント

日本で初めての帯水層蓄熱装置の概略図（グラングリーン大阪開発事業者資料より引用）



	 	 	 	 	 	 	

NO.135

 

 

17

 

 

 

 

不動産協会の活動記録

令和7年度事業計画
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（１）安心・安全で持続可能な住まいづくり
（２）誰もが安心して暮らせる住環境の確保 等
４．	税制改正に関する取組み

（１）令和8年度税制改正要望
（２）不動産税制の基本的な課題に関する検討
５．不動産業の事業環境整備

（１）不動産業の国際化への対応
（２）不動産事業推進に必要な環境整備
（３）物流が抱える課題への対応
（４）会計基準の国際化への対応
（５）コンプライアンスに関する取組み
（６）担い手三法への的確な対応

Ⅱ．調査研究活動

1．	イノベーションを創出するまちづくり等に関
する調査研究

2．	税制改正に関する調査研究
3．	GX推進に資する調査研究	
4．	不動産市場の動向に関する調査研究
5．	発注者におけるBIM等DX利活用の検討

Ⅲ．事業委員会活動

（１） 政策情報等会員の事業に資する情報の迅速な
提供

（２） 各事業の市場動向等に関するセミナー等の
実施　

（３） プロジェクトの見学会の実施　
（４）事業環境の整備に必要な取組み

Ⅳ．広報活動
Ⅴ．会員活動
Ⅵ.社会貢献活動
Ⅶ．月例会・研修事業
Ⅷ．地域支部活動
Ⅸ．他団体との連携
Ⅹ．国際交流活動

Ⅰ．政策活動 

１．	2050	年カーボンニュートラル達成に向けた建
物における一層の排出削減と経済成長の両立、
ステークホルダーと連携した確実な遂行

（１） 省エネへの取組深化・課題解決
（２）再エネへの取組加速・評価拡大
（３）建築物のライフサイクルカーボン削減へ向けた

取組み　
（４） 中高層建築物における木材利用普及促進
（５）“まちづくりGX”推進への取組支援
（６）ステークホルダーへの共感醸成や、規制・支援

への対応促進
２．	都市再生により、レジリエンス強化、GX促進、

都市の質・価値向上及び国際競争力強化を図り、
交流促進により、イノベーション創出やウェル
ビーイングを高める地域の個性を彩る持続可能
なまちづくり

（１）工事費高騰が恒常化する環境下での都市再生の
持続可能な取組みの促進

（２）様々な都市機能を有する拠点と連携した個性を
彩るまちづくりの推進

３．	安心・安全に誰もが暮らせる住まいの確保や、
住宅の脱炭素対策、住宅建築のDX・生産性向
上の推進



苔生した石垣と遠くに聞こえる喚声。

緑が濃くなる時期の運動会は近年の情景だ。

時代とともに価値を増すまちが、広尾の坂の中腹に広がる。

庭園の丘陵を意味するこのまちには、

老若男女だけでなく鳥や昆虫も行き交う。

学校、オフィス、病院が近く、働く人も多い。

木漏れ日と爽やかな風に、ヤブランが揺れる初夏だ。

住み続けられるまちづくり　
世界都市とGX・生物多様性




